
JP 2009-543531 A5 2010.8.19

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月25日(2010.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置ハウジングと、
　前記装置ハウジングに連結されるリチウムイオンの電荷貯蔵電力供給部と、
　前記電荷貯蔵電力供給部から電力を供給される、前記装置ハウジング内の電子機器と、
　外部電源から前記電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充電する複数の動作モードを
有する充電回路と、
　前記複数の動作モードから選択することにより前記充電回路の充電速度を変化させる手
動で起動されるモードスイッチとを備えた電子装置。
【請求項２】
　前記電荷貯蔵電力供給部は、単一の貯蔵セルである、請求項１に記載の電子装置。
【請求項３】
　前記電荷貯蔵電力供給部は、直列の複数セルを有し、並列のセルを有しない、請求項１
に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記電荷貯蔵電力供給部に充電する前記動作モードは、通常充電速度及び複数の高速充
電速度を含む、請求項１～３のいずれかに記載の電子装置。
【請求項５】
　前記モードスイッチは、前記電荷貯蔵電力供給部の電池パックハウジング上にある、請
求項１～４のいずれかに記載の電子装置。
【請求項６】
　前記モードスイッチは、ソフトウェアに実装される、請求項１～５のいずれかに記載の
電子装置。
【請求項７】
　前記充電回路は、前記電荷貯蔵電力供給部を収納する電池パックハウジング内にある、
請求項１～６のいずれかに記載の電子装置。
【請求項８】
　前記電子装置の前記電子機器は、コンピュータである、請求項１～７のいずれかに記載
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の電子装置。
【請求項９】
　電池パックハウジングと、
　前記電池パックハウジング内のリチウムイオンの電荷貯蔵電力供給部と、
　外部電源から前記電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充電する複数の動作モードを
有する、前記電池パックハウジング内の充電回路と、
　前記複数の動作モードから選択することにより前記充電回路の充電速度を変化させる手
動で起動されるモードスイッチとを備えた電池パック。
【請求項１０】
　前記電荷貯蔵電力供給部は、単一の貯蔵セルである、請求項９に記載の電池パック。
【請求項１１】
　前記電荷貯蔵電力供給部は、直列の複数セルを有し、並列のセルを有しない、請求項９
に記載の電池パック。
【請求項１２】
　前記電荷貯蔵電力供給部に充電する前記動作モードは、通常充電速度及び複数の高速充
電速度を含む、請求項９～１１のいずれかに記載の電池パック。
【請求項１３】
　前記モードスイッチは、前記電池パックハウジング上にある、請求項９～１２のいずれ
かに記載の電池パック。
【請求項１４】
　前記電池パックは、電子装置に連結される、請求項９～１２のいずれかに記載の電池パ
ック。
【請求項１５】
　前記電子装置は、コンピュータである、請求項１４に記載の電池パック。
【請求項１６】
　前記モードスイッチは、前記電子装置上のソフトウェアに実装される、請求項９～１５
のいずれかに記載の電池パック。
【請求項１７】
　リチウムイオンの電荷貯蔵電力供給部によって電子装置内の電子機器に電力を供給し、
　手動で起動されるモードスイッチを用いて、複数の動作モードから選択することにより
充電回路の充電速度を変化させ、かつ
　外部電源から前記電子装置に連結された前記電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充
電することを含む、電子装置内のリチウムイオンの電荷貯蔵電力供給部に充電する方法。
【請求項１８】
　前記電荷貯蔵電力供給部の充電は、単一の貯蔵セルに充電することを包含する、請求項
１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記電荷貯蔵電力供給部の充電は、直列の複数セルに充電し、並列のセルに充電しない
ことを包含する、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記複数の動作モードを有する充電回路の充電速度の変化は、通常充電速度及び複数の
高速充電速度を包含する、請求項１７～１９のいずれかに記載の方法。
【請求項２１】
　更に、前記電子装置上のスイッチを用いて前記モードスイッチを実装することを含む、
請求項１７～２０のいずれかに記載の方法。
【請求項２２】
　更に、前記電子装置上のソフトウェアを用いて前記モードスイッチを実装することを含
む、請求項１７～２１のいずれかに記載の方法。
【請求項２３】
　更に、前記電荷貯蔵電力供給部を収納する電池パック内に前記充電回路を収納すること
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を含む、請求項１７～２２のいずれかに記載の方法。
【請求項２４】
　更に、前記電子装置は、コンピュータである電子機器を含む、請求項１７～２３のいず
れかに記載の方法。
【請求項２５】
　前記複数の動作モードは、通常モード及び少なくとも１つの高速充電モードを包含する
、請求項１７～２４のいずれかに記載の方法。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つの高速充電モードは前記通常モードより実質的に大きな充電速度を
有する、請求項２５のいずれかに記載の方法。
【請求項２７】
　前記通常モードは１Ｃ以下の充電速度を有し、前記少なくとも１つの高速充電モードは
１Ｃを超える充電速度を有する、請求項２５又は２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つの高速充電モードによる充電時間は前記通常モードによる充電時間
の半分未満である、請求項２５～２７のいずれかに記載の方法。
【請求項２９】
　前記複数の動作モードは、通常モード及び少なくとも１つの高速充電モードを包含する
、請求項１に記載の電子装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの高速充電モードは前記通常モードより実質的に大きな充電速度を
有する、請求項２９に記載の電子装置。
【請求項３１】
　前記通常モードは１Ｃ以下の充電速度を有し、前記少なくとも１つの高速充電モードは
１Ｃを超える充電速度を有する、請求項２９又は３０に記載の電子装置。
【請求項３２】
　前記少なくとも１つの高速充電モードによる充電時間は前記通常モードによる充電時間
の半分未満である、請求項２９～３１のいずれかに記載の電子装置。
【請求項３３】
　前記充電回路は前記電荷貯蔵電力供給部の前記充電速度をモニターする、請求項１に記
載の電子装置。
【請求項３４】
　前記充電回路と通信するホストコントローラを更に備え、
　前記充電回路は、前記電荷貯蔵電力供給部の前記モニターされた充電速度を、前記ホス
トコントローラへ通信する、請求項３３に記載の電子装置。
【請求項３５】
　前記ホストコントローラは、前記電荷貯蔵電力供給部の前記充電速度をモニター及び管
理する、請求項３４に記載の電子装置。
【請求項３６】
　コンピュータ装置ハウジングと、
　前記装置ハウジングに連結されるリチウムイオンの電荷貯蔵電力供給部と、
　前記電荷貯蔵電力供給部から電力を供給される、前記装置ハウジング内の電子機器と、
　外部電源から前記電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充電する複数の動作モードを
有する充電回路と、
　前記複数の動作モードから選択することにより前記充電回路の充電速度を変化させる手
動で起動されるモードスイッチとを備えたポータブルコンピュータ。
【請求項３７】
　前記複数の動作モードは、１Ｃ以下の充電速度を有する通常モード及び１Ｃを超える充
電速度を有する少なくとも１つの高速充電モードを包含する、請求項３６に記載のポータ
ブルコンピュータ。
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【請求項３８】
　前記モードスイッチは、前記コンピュータ装置ハウジングに連結される、請求項３６又
は３７に記載のポータブルコンピュータ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　より高速の充電を実現するための主要な問題は、安全性及び電池寿命に関することであ
る。実際に、高速充電中のリチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）電池については、電池は局部
的に過充電を引き起こすおそれがあり、この過充電はリチウムを炭素陰極上に堆積させる
おそれがある。このリチウムの沈殿は、電池の安全性を低下させ、より容易に熱暴走を引
き起こし、内部ガス圧を増加させ、ひいては爆発を起こすおそれがある。高速の充電に関
するもう一つの問題は、電極寸法の急速な変化、例えば、厚さの変動である。電極構造の
機械的な劣化は、より低速な充電の場合よりも、この比較的高速な充電中により速められ
る。これらの制限的な特徴は、電池デザインに応じて、多かれ少なかれ、全てのリチウム
電池に関係する。電池は、例えば、安全性及び電池寿命等の有害な様相の影響を制限する
ことによって充電を速めるように設計することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この開示の実施例は、電子装置内のリチウムイオンの電荷貯蔵電力供給部に充電する装
置及び対応する方法を含む。一の実施例において、複数の充電速度を有する電子装置は、
装置ハウジングと、リチウムイオンの電荷貯蔵電力供給部と、前記装置ハウジング内の電
子機器と、充電回路と、手動で起動されるモードスイッチとを備えている。前述の電荷貯
蔵電力供給部を、装置ハウジングに連結することができる。加えて、前記装置及び方法に
よれば、ハウジング内の電子機器に、電荷貯蔵電力供給部によって電力を供給することが
できる。前述の充電回路は、外部電源から電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充電す
る複数の動作モード、例えば、高速又は低速モード充電、を有することができる。前記装
置及び方法によれば、手動で起動されるモードスイッチは、複数の動作モードから選択す
ることにより充電回路の充電速度を変化させることもできる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　前記電子装置内のリチウムイオンの電荷貯蔵電力供給部に充電する装置及び対応する方
法は、電荷貯蔵電力供給部として役立つ単一の貯蔵セルを含むこともできる。電荷貯蔵電
力供給部は、複数セルを有することができ、直列の複数セルを有し、並列のセルを有しな
いことが好ましい。モードスイッチを、電荷貯蔵電力供給部の電池パックハウジング上に
設けることができる。モードスイッチを、ソフトウェアに実装することもできる。充電回
路を、前記電荷貯蔵電力供給部を収納する電池パックハウジング内に設けることができる
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本開示の他の実施例は、複数の充電速度を有する電池パック装置を含むことができ、こ
の電池パック装置は、電池パックハウジングと、電池パックハウジング内のリチウムイオ
ンの電荷貯蔵電力供給部と、外部電源から電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充電す
る複数の動作モードを有する、装置ハウジング内の充電回路と、複数の動作モードから選
択することにより充電回路の充電速度を変化させる手動で起動されるモードスイッチとを
備えている。電荷貯蔵電力供給部は、単一の貯蔵セルか、又は（並列のセルを有しない）
直列の複数セルを有してもよい。
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